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第４回情報システム学会・全国大会／研究発表大会 

大会委員長挨拶 

 

安西 祐一郎 

 
 大会委員長を務めております安西でござい

ます。昨日，また今日，この第 4 回の情報シス

テム学会にようこそお越しくださいました。情

報システム学会につきましては，私は名前とし

ては今回の大会委員長になっておりますが，大

会実行委員の方々，また北城会長をはじめとす

るこの学会幹部の皆さま，関係者の皆さまのご

尽力でこの大会が開かれたので，ぜひ皆さまに

は有意義にお過ごしいただければと思ってお

ります。 
 なぜ大会委員長をしろと言われたのかとい

いますと，これはやはり慶應義塾の塾長を務め

ておりまして，私自身が情報関係のことをずっ

とやってきたということがあるかと思います。

今年は慶應義塾のちょうど創立 150 年の年に

当たっております。1858 年（安政 5 年）に福

沢諭吉が塾を開きましてから，2008 年，今年

でちょうど 150 年目に当たります。日本の大

学の中でも古い歴史を持った大学として，幕末

から明治にかけて，福沢諭吉とその門下生が封

建制度から日本の近代を作り出していったそ

の先駆けになりました。 
 今の時代を我々は考えてみますと，IT の世

界はもちろんでありますが，先がなかなか見え

ない。特に国際金融市場の混乱，あるいは環境

問題，いろいろなことがグローバルな課題とし

て取り上げられてはおりますが，それをどう

やって解決していったらいいのかということ

がなかなか見えない時代であります。 
 ちょうど今，NHK の大河ドラマで“篤姫”

というのをやっておりまして，ご覧になる方も

おありになるかもしれません。学生さんもおら

れますし，私もテレビを見る時間はなかなかな

いのですが，あの NHK の大河ドラマの“篤姫”

というのは，ちょうど慶應義塾ができました安

政年間から慶応年間，今度の日曜で最終回かと

も思いますが，ちょうどその時代をやっており

ます。薩摩，長州，それから京都，あるいは江

戸等々入り乱れて，開国派と尊皇攘夷が入り乱

れての時代でありました。大河ドラマはいつま

で見ていても学問のことはなかなか出てきま

せん。切った張ったのことばかりが出てくるの

ですが，あの時代に洋学の勉強を始めた一握り

の人たちがおりまして，それが福沢諭吉とその

門下生でした。 
 それから 150 年がたちまして，別に慶應の

歴史を語りたいわけではないのですが，今の時

代こそ，やはりこれからの時代に向けて，特に

幕末のことを考えてみれば今の時代の方がま

だまだ日本にとっては安定していると言える

かと思います。あのころは暗殺が横行した時代

でありまして，あのころに新しい世の中を開い

ていくというのは並大抵のことではなかった

と思います。これからの時代，特にグローバリ

ズムの潮流というのは，光と影の部分がありま

す。人，もの，またお金，それから情報が国境

を越えて，間断なく大変なスピードでもってお

互いに影響し合う時代がグローバリズム，グ

ローバル化の時代だと認識しております。特に

ＩＴの分野，産業界にかかる期待というのは，
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今，経済の状況が 100 年に一度と言われる大

変な状況ですが，だからこそ IT の産業界，そ

れからまた大学，学生さんもそうですが IT の

人材が，本当に養成される時代になりました。 
 やはり，効果的に問題を発見してそれを解決

していくというのは，企業でも社会でも，ある

いはもちろん大学でも求められることですが，

今までの特に戦後何十年かの堆積が，効果的に

物事を見つけ出して解決していくことを阻ん

でいるように思われてなりません。これは，今，

慶應義塾でも 150 年の記念授業を 10 年にわ

たって展開しておりまして，そういう中でもっ

て IT のシステム等々もいろいろに考えるとこ

ろ，また企画するところがあるのですが，慶應

義塾といえども，これまでにたまった堆積とい

うのがありまして，それを皮を剥ぐように剥い

で，IT ソリューションといいましょうか，そ

ういうことを新しくやっていくのは，IT のシ

ステムというのはなかなか一度入ってしまう

と，それを明日から新しくするというわけには

いきませんので，それを連続性を持って，しか

も新しいものに替えていく設計と企画，それか

ら運営のプロセスというのは，そんなに簡単で

はありません。 
 しかし，今申し上げたように，これからの時

代を考えますと，そういった活動，また仕事，

それからそういう活動を担う人材が本当に必

要とされる時代だと思います。これは日本の中

だけではなく，北城会長は日本 IBM，またア

ジアの IBM 等々においてグローバルに活躍し

てこられた方でありますので，これからの時代

には，特に IT の分野というのは国境がそれほ

どないので，国境を越えた，今申しました光と

影の部分もあるグローバリズムの潮流の中で

もって，日本の情報システムの産業界，それか

ら大学，それから若い人たちがもっともっと力

を持っていかなければいけない，努力していか

なければいけない。私も，その末端にいる人間

として，心からそう思っております。 
 いずれにいたしましても，情報システム学会

は，情報処理，また情報システムの問題につい

て，特に社会の非常に複雑な，企業との非常に

複雑な事柄を含む課題にアタックすべき，そう

いう学会だと私は思っております。この情報シ

ステム学会が第 4 回になりました。大会は第 4
回でございますが，今後も発展を続けて，これ

からの日本と，それからグローバリズムの潮流

が，ある意味で荒れ狂っております世界に向け

て発信していただけますようにお願いを申し

上げるとともに，あらためて皆さまに，今日昨

日いらしていただいておりますことを感謝申

し上げたいと思います。もう一つは，このホー

ルは藤原洋記念ホールと申しますが，藤原洋さ

んというインターネット総合研究所所長で IT
業界，IT の世界の方からのご寄付によるもの

でございます。ぜひ皆さんも，慶應にこういう

ものを寄付してほしいというわけでは，それも

ありますが（笑），そういうわけではありませ

んが，これから若い人たちも含めて，IT の世

界をもっともっと広げていただくようにお願

いを申し上げまして，感謝を申し上げまして，

ご挨拶に代えさせていただきます。どうもあり

がとうございました（拍手）。 

JISSJ Vol. 5, No. 2  2 


